
保　証　書

お願い　　本保証書laアつターサービスの際必要となります0
お手敬でもXD箇所にこ記入の上本器の最終御使用

者のお手許に保管してください。

保　証　規　定

1保証期間中に正常な便用状麹で、万一故障ガ生じました4台は

保証規定に基つき無償で修理いたします。

2　本保証書は、日本国内でのみ有効です。

3　一県証雷の再発行t乱1たしません。

4　下記事項に該当する甥合は、無償修理の対象から除外いたします。

a　　不適当な取扱い使用による故障

b　　設計使用条件等をこえた取皿い、使用または保管による故l埠

C　　当社もしくは当社ガ委qLだ竜以外の改造または修理に起居

する故障

d　　その他当社の1任とみなされない故l肇

販売店名

・‥取扱説明書に関する注意事項…

●この取扱説明書をよくお読みになり、内容を理解してからご使用下さい。

●本書は再発行致しませんので、大切に保管して下さい0

●製品本来の使用方法および、取扱説明書に裁定した方法以外での使い方に対して

は、安全性の保障はできません。

●本書の安全に関する括示事項には、必ず従って下さい8

●取扱説明書の内容は、製品の性能・機能向上なとによって将来予告なしに変更す

ることがあります。

●取扱説明書に記載した画面表示内容と、実際の画面表示が異なる場合がありますq

●図は一部を省喝したり、抽象化して表現している場合があります0

●取扱説明書の内容に関しては万全を期していますが、万一不審な点や誤り、記載

漏れなどに気づいたときは、ご連絡下さい0

●取扱説明書の全部または、一部を無断で転載、複製することを禁止します。

●保証書（保証規定）をよくお読み下さい。（最終ページ）

●Mic，OSOft、W．ndowsは米国MlCrOSOft Corporat10nの米国およびその他の国にお

ける登録商標です0

会社名、商品名は各社の商標または、登諒商標です。

このたびはディジタルパワーレコーダMPR－600をお買い上げいただき、

ありがとうございます。

ご使用前に、この≪取扱説明書≫をよくお読みのうえ正しくお使い

ください。

なお、この取扱説明書は、必要なときにいつでも取り出せるように大切

に保存してください。

マルチ計測器株式会社
〒101－0023　東京都千代田区神田松永町15

三友ビル3F

電話　03（3251）7013

FAX O3（3253）4278
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安全上のご注意　　　　　　　必ずお寺。下さい。

●本器を安全にご使用いただぐため、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、

正しくご使用ください。

●ここに示した注意事項はお使いになる人や他の人々への危害、財産への損害を未然

に防止するための内容を記載してあります。

△書告

△注

○使用環境

この表示は、取り扱いを誤った場合に、「死亡または重傷を負う可

能性が想定される」内容を示しています。

意；この表示は、取り扱いを誤った場合、「損害を負う可能性が想定さ

れる場合および物的韻書のみの発生が想定される」内容を示して

います。

●直射日光や高温多湿、結露するような環境下での、保存や使用はしないでくだ

さい。変形とか、絶縁劣化を起こす場合があります。
●酸、7ルカリ、有機溶剤、腐食性ガス等の影響を受ける環境で使用しないでく

ださい。

●機械的振動が直接伝わる場所での使用、保存はしないでください。故障の原因

となります。

●強磁界を発生するもの、または帯電」ているものの近くで使用しないでくださ

い。誤動作の原国となります。

●木器は防水、防塵構造となっていません。ほこりの多い環境や水のかかる環境

では、使用しないでください。故障の原露となります。

〇億用条件、接続

●本器をぬら」たり、ぬ九た手で測定しますと感電事故になりますので注意してく

ださい。万一内部に水が入ってしまった場合は、すぐに使用を中止してください。

●意損で測定作業を行なう場合、安全のためゴム手袋等、保護具を着用し、感電

事故のないようにしてください。

●電源を投入する前に、本器のAC7ダブタに記載されている電源電圧と、ご使用

になる電源電圧が一致していることを確認してください。

●詣定電源電圧範囲外で使用しますと、木器の破損や電気事故になりますので、

範囲外では雄対に使用しないでください。

●感電、短絡事故を避けるため、測定ラインと電圧コードを結線するときは、測

定ラインの電源を遮断してから行なってください。非接触電圧センサーでは特

別問題はありません。
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●各レンジの測定範囲を超えた電圧、電流入力を」ますと、本器を破損すること

があります。十分注意してください。

●クランプCTには600A以上の電流を印加しないでください。CTを破損することが

あります。

●ACアダプタは専用（付属）の7ダブタをお使い下さい。手旨定以外のものを使用

した場合、本巻を破損することがあります。

i電力計使用上の注意】

本巻の皮相電九力率は測定された電圧（∨）、電流（l）、有効電力（P）をもとに仕

様中に記載してある演算式より求められています。動作原理の異なる測定器または演

算式の異なる測定器とは表示値に差を生じる場合があります。

本器の積算値は、電力の測定値からソフトウェ7上の演算によって求めています。

応答落度、サンプリングレート等の異なる測定器とは積算値に差を生じる場合があり

ます。

木器は交流専用に設計されていますので直流の重量するラインの測定はできません。

木器には周波数測定機範がありますが、入力波形が著しく歪んでいる場合には、正

しい測定ができない場合があります。

外付けトランス（町．CT）を使用する場合、それらの位相差が電力測定に大きな誤

差を及ぼす可能性があります。正確に測定するためには、なるべく位相誤差の小さいFT、

CTをご使用ください。

PT、CT使用の場合は、本器の倍率機能を用いて、測定値を直読してください。

0　2次側接続、コード顆接続、付属品の取扱い

●電力計の入力は、プレーカの2次側に接続してください。

クランプCTや、電圧取込コードは、本体に接続してから悪徳状態に接続してく

ださい。

●電圧取込コードは万一、クリ：ソプが外れ、ラインの2線間が接触すると、短絡

事故や感電事故になりますので十分注意してください。

●クランプCTの設置は被覆禄のみとし、裸旗にはクランプしないでください。感

電の恐れがあります。
●CTに過大電流を印加すると発癒します。CTは定格に応じて使用してください。

感電や火傷事故、発火事故の恐れがあります。

J接続ケーブル等（電源コードを含む）は、使用する前に必ず点検（断捜、接触不

良、被覆の破れ等）してください○点検して異常のある場合は、維対に使用しな

いでください。

◆安全にお使いいただくために
●本巻を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。

●電源コードおよび各ケーブルの上に重いものをのせたり、改造しないでください。

●クランプCTを落下させたり、衝撃を加えたりしますとコアの箭合面が損傷し、

測定に悪影響を及ぼしますので十分注意してください。
●クランプCT、特にセンサ側の付け根は、断綾による故障を防ぐため折ったり、

引っ張ったりせず、取扱いには注意してください。

○使用方法

●直接電圧を取込む時、君津状態の端子にクリ・ソプすることになります。万一ク

リップ接続時に、2練間を接触すると、短絡事故になるので注意してください。

●電流入力に電圧は絶対印加しないでください。本器を破損します。

●長大定格入力電圧は、AC300Vです。最大定格入力電圧を越えると木器を破損し、

人身事故になります。

…　ソフトウェアの利用規約…

（PowerRecorderforWindow岳㊥）

【免責事項】

1．マルチ計測器株式会社は、PowerReCOrder for Wlndowsによりご利用者に直接

または、間接的障害が生じても、いかなる責任籠償等も負わないものとします。

2．Pow8rRecord8rforWlndowsはご利用者への事前の連絡なしに仕様を変更した

り、サービスの纏供を中止する場合があります。その場合、Power Rocord8r for

．　Windowsをご利用頂けなかったり、ご利用者に直接または、間接的障書が生じ

た場合でもマルチ計測器株式会社は、いかなる責任膣償等も負わないものとし

ます。

3，マルチ計測器株式会社は、PowerRecordorfor Wlndowsに不備があっても、訂

正する義務は負わないものとします。

4．マルチ計測器株式会社は、PowerReCOrd8r for Wlndowsに関して一切動作保証

を致しません。

【著作権】

1．PowerRecorderforWindows（プログラム及び関連ドキュメントを含める）の著

作権は、マルチ計測器株式会社に帰属L富す。

2．PowOr紬cor血rforWindowsは無償でご利用いただけます。また、友人・お知

り合い等営利を員的としない間柄での再配布は原則として自由です。但し、そ

の場合であっても免責事項の規定は配布の相手方に対して効力を有するものと

します。

なお、営利目的を伴う再配布については下記3項に従って下さい。

3．転載および、雑誌・商品なとを添付して再配布する場合には、マルチ計測器株

式会社の承諾を必要とLます。再配布については、マルチ計測器株式会社営業

部までご連絡下さい。

4　Power RecorderforWlndowsに改変を加えないで下さい。



1．概　　要

本デジタルパワーレコーダ（以下、MPR－600）は、電力管理に必要な電圧、電流、有

効電九力率の測定ができ、測定内容を、内部メモリに保存することができます。測

定データは、パソコン上で専用の7プリケーションソフトや、市販の表計算ソフトで、

簡単にデータ処理、管理ができます。又、電圧の取込みは、従来の電力計ではできな

かった被覆電線の上からできるため、測定者の安全性を考慮した画期的な電力計です。

2．使用前の注意事項

開梱が終わりましたら、外観を点検し、付属品を確認して下さい。万一損傷や不足品

があり苦したら、お買い上げの販売店又は弊社までご連絡下さい。

≪付属品≫

電圧取込みコード（赤、白、黒　各1）　　・…1set

クランプCT（CT・40P）（R相用、T相用　各1）・lset

通信ケーブル（RS－232C：DSUBgピン）　　・・1本

AC7ダブタ（MPRA－10）・　　　　　　　　　＝1個

付属ソ7トウェ7（PowerRecorderforWindows）・・・2枚（7ロッピー）

携帯ケース

取扱説明書
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⑤RS－232C　　　’RS－232C　通信ケーブル接続用コネクタです。

⑥メニュースイッチ（MENU）：表示器を初期画面にしたいとき本スイッチを押します。

⑦入力スイッチ（ENT）設定された計測条件及び数値を内部メモリに入力するための

スタート、ストップスイヮチ　スイ・ソチです。又、ロギシゲモード時のスタート、ストップ

にも使用します。

⑧国旨圃閻：表示巻上のカーソルを移動した。、数鹿を設定したりします。
キー

⑨表示器（LCD）　：4×20の液晶モジュールで、計測条件設定項旨や計測データ

を表示します。

⑩コントラストツマミ：表示器の表示の濾さを調整するツマミです。文字や数値など

（CONTRAST）　　が読み取りにくい時に、このツマミで濃さを調整LまT。

⑰チャージランプ　　　AC7ダブタで内部の充電用電池に充電する場合に本ランプが

（CHARGE）　　　　点灯します。

急速充電中は赤ランプになり、トリクル充電に変わると禄ラ

ンプとなります。

⑫ACADP用ジャック：専用のAC7ダブタを接続します。

3．各部の名称と機能の説明

f � �▲CADP 　　　　　　　　　：…1 �����‡ lt　8 
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十　十　　十　i 

（各部の説明と機能）

①電源スイッチ（PoW）：本器の電源をON．OFFLます。ロギングモードでない時は、

オートパワーオフ機能が働きます。

②電圧入力端子　：電圧を取込む端子ですo Rに赤、Sに白、丁に黒のコードを

（R・S・T）　　差し込みます。単相2線の場合はRとSに接続します。

③電流入力端子　：付属のクランプCTを接続します。

（IR・lt）　　　単相の場合はIR側にクランプCTを接続します。

④非接触電圧入力コネクタ・電圧の入力を被覆技の上から行ないたい時このコネクタに非

接触電圧コード（オプション）を差し込みます。
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4．測定上の注意

1）接続上の注意

△▼＿警告

●直接電圧を取込む場合、着練に電圧入力コードを接続しますので、感電や短絡

事故のないように注意してください。

●電流入力には絶対電圧を印加しないでください。

2）電圧入力範囲の確認

直接入力できる電圧値は50V～300Vです。

この範囲を超える入力は、PTの二次側電圧出力をご使用ください。

3）電流入力範囲の確認

クランプCTによる電流入力値の範囲は0－600Aです。

この範囲を超える入力は、計器用CTの二次側電圧出力をご使用ください。

4）非接触電圧コードの取り扱い

非接触電圧入力は、被覆按の静電容量を介して、位相を取り込んでいます。

非接触電圧コードのクリ・ソプ邪を確実に被覆級にクリップしていない場合、ノイズ

により測定値がふらつき、指示値が異常になります。

被覆緩自体が曲がっていたりすると、クリップしても確実に接触していませんので、

なるべく直接の部分をクリップしてください。

設定PT比の例

測定回路　巨使用PTの二次電圧l使用PTのPT比　EMPR，600の設定PT比 

AC50－300Vl　未使用　l　　　　【　1 

AC　3300VI　ACllOV　l　30 ��1　　〉　　　　30 

AC　6600V　≒　　ACllOV　1　　60 ��1　l　　　60 

ACllOOOV】　ACllOV �100 �1　l　lOO 



設定CT比の例

測定回路電流 使用CTの二次電流i　使用CTのCT比】MPR－600の設定CT比

AC O～680A】　　未使用　　l　　　　　　　「　　1

E　AClODAI　AC5A ��20 �1 �20 

AC　300A �AC　5A �60 �1 �60 

AC　500A　i　　AC　5A ��100 �1 �100 

AClOOOA　I　AC5A ��200 �1 �200 

CT▼80P（オプション）を使用する時は、MPR－600の設定CT比を2にLてください。

5．結　　線

本草は単相2線・里相3線、三相3線の測定を行なうことができます。直接（T。U。h）

と非接触（Un Touch）で違います。
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4）CT．PTを使用した回路、直接（Touch）

電 源 側 R ��　CT R′m �������������負 荷 側 

S � � ��� 

丁 � �CT ���l 

用 �l � �＼ノ∨ � 

し餌血山 ＝＝PT 赤　R ����魯 詳 l l �il �［ ▲▲怜¢ Jl �タ ∨ 

く 

白 �T ��l 　赤 

l ��（【 

I �T相用 � � �け　　　　赤 

計　器　類 ���������　　　A 　　10 ※－■トはCT矢印の方向 

5．2　電圧を被覆緑の上から取込む場合

1）単相（1P2W）、非接触（UnTouch）

※－トはCT矢印の方向

5．1電圧を直接取り込む場合

1）単相（1P2W）、直接（Touch）

2）単相3線（1P3W）、直接（Touch）

3）三相3線（3P3W）、直接（Touch）
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2）単相3緑（1P3W）、非接触（Un Touch）

3）三相3線（3P3W）、非接角虫（Un Touch）

4）cT．PTを使用した回路、非接触（Un Touch）



6．操作方法

声．1ご使用前の準備

1）付属ソフトウェア（PowerRecorderforW－ndowsR）をインストールします。

①Windows95／98を起動します。

②付属のフロッピーディスクをドライブに挿入Lます。

③フロッピーディスクを克勤し、「S【T岬」を実行します。

④フロッピーディスクは2枚ありますので、画面に従い、パソコンを操作します。

⑤インストールが完了すると、スタートメニューのプログラムに電力コントロー

ラホルダーが作成され、〔電力コントローラ〕の7イコンが登録されます。

2）木器の充電を行ないます。

①右図のように木器ACADPにAC7ダブタ

のプラグを差し込みます。

②AC7ダブタの入力をAClOOV、コンセント

に差し込みます。

③本器のCHARGEランプが赤点灯し急速

充電を開始します。

④約4時間で充電が終了し、CHARGE

ランプが毒剥こかわります。

△辛苦
●AC7ダブタには指定範囲以外の入力は行なわないでください○火災等が発生す

る恐れがあります。

●水滴が付着した状態または、濡れた手でプラグを触らないでください。感電す

る恐れがあります。

●付属のAC7ダブタ以外は使用しないでください〇本器を破損したり電気事故に

なります。

2）測定条件の設定

（り初期画面の状態より

DOWNキー⑧を2回押し

こ霊！－．（カーソルの位置をS8t

（2）ENTスイソチ⑦を1回押します。

設定したい項巨にカーソルを

合わせ、［NTスイ・ソチ⑦を

唐プ≡謹言去芸誓諾とに）

匿憲上t冨諾）

（TOP MENU）

MOaSur0

0pOr8tO MemorY

1　58t ConflgUrat10n

】StanTIm8（Logl叩）

1999／09／3018：80

1StopTlm8（Lo9lng）

1999／10／06　09．30

RS232C（Sys紬m）

8／NON／1／9600

NOWTlmO（Syst8m）

1999／09／3017．26

（3）（L川場の設定）：カーソルをun8の位置に合わせENTスイッチ

．電路を設定します。

UPキー、DOWNキーを使って、設定したいラインに

カーソルを合わせENTスイ・ソチを押します。

（4）（Rangeの設定）：カーソルをR8ngOの位置に合わせENTスイ・ソチ

：電流レンジを設定します。

■　50A

AUTO lOOA

lOA　　　60OA

UPキー、DOWNキー、LEFTキー、RIGHTキーを使っ

て、設定したい電流レンジにカーソルを合わせ、ENT

スイッチを押します。

〈5）（∨一Stateの設定）．カーソルを∨一Stateの位置に合わせ［NTスイッチ

．電圧取込み方′去を設定します。

UPキー、DOWNキーで合わせ　ENTスイ・ソチ

を押します。「UnTouch」を選択した時はENT

直接取込　スイッチを押すことで、電圧レベルを設定し

非接触取込ます（ライン電圧）。1桁ずつUPキー、DOWN

設定電圧　キーで合わせ、RIGHTキーで桁をかえます。

全て設定して、ENTスイッチを押します。
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※本番は内部に二1ソケル・水素タイプの電池パックを内蔵しています。ご使用の

際は、以下に記載された内容に従い正しくお使いください。

本器を使用しない、または長期間使用しない場合
●6ヶ月に一度は充電してくださいq長期間使用しなかった電池バ1ソクは十分

に充電できないことがあります。

●乾燥したところに保管してください。

●十分に充電した電池パックでも、長期間使用しないと、自己放電により電池

が消費されます。必ず充電してからお使いください。

※寿命について

●十分に充電しても使用時間が軌、ときは寿命です。新しい電池バックと交換

してください。交換に際しては、お買い上げの販売店又は弊社までご連絡く

ださい。
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（6）（PTの設定）：カーソルをPTの位置に合わせENTスイ・ソチ

：PT比を設定します。

4朽設定になっていますので1桁ずつ合わせていきます。

1桁目をUPキー、DOWNキーで合わせ、RIGHTキーで桁をかえていきます。

設定が終わったら、［NTスイッチを押します。

（7日CTの設定）：力一JノルをCTの位置に合わせENTスイッチ

：CT比を設定します。

4桁設定になっていますので1桁ずつ合わせていきます。

1椅目をUPキー、DOWNキーで合わせ、RJGHTキーで桁をかえていきます。

設定が終わったら、ENTスイッチを押します。

（8）（SetTFmerの設定）：カーソルをS8tTmrの位置に合わせENTスイッチ

：ロギングモードをタイマーで行なう時の設定。

OFFかONをUPキー、DOWNキーで合わせ、ENTスイソチを押します。

（タイマーセットを行なっていた場合でも手動の方が優先されます）

（9）（lnterValの設定）：カーソルを血ervalの位置に合わせENTスイ・ソチ

ロギングモードにおいてデータの取込み時間を設定。

■　1mln　　15mln

5mIn　　　30mln

lOmln　　　　60mln

UPキー、DOWNキー、LEFTキーを使って、設定

したいインターバル時間にカーソルを合わせ［NT

スイッチを押します。

㈹（StartTLm8（Loging）の設定）カーソルをStartTmの位置に合わせENTスイッチ

：ロギングモードをタイマーで行なう時のスタート時間を設定。

「西風から順にUPキー、DOWNキーで数値を合わせ、RH；HTキーで、横

にずらしていきます。帆を合わせたら、ENTスイッチを押します。

Ol）（StopTiTnO（Loging）の設定）・カーソルをStopTlrTleの位置に合わせENTスイッチ

：ロギングモードをタイマーで行なう時のストップ時間を設定。

スタート時間の設定と同様「西暦」から合わせていき、「分」を合わせたら、

ENTスイッチを押します。

㈹（剛；㌶2C（SYStem）の設定）－カーソルを閏2霊Cの位置に合わせ〔NTスイッチ

：通信条件を設定します。

（ch8「）8blt／7btt

（PeLrr）ODD／EVEN／NON

（Stop）1blt／2blt

（BPS）胡／96／192／384

キャラクタ長の設定

パリティの設定

スト／プビットの設定

ボーレートの設定

キャラクタ長から順に、LEFTキー、RIGHTキーで設定し、DOWNキーで下

の「行」に移ります。設定が終わったらENTキーを押」ます。
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二三三…二三∴‾二二二二一一

は（NowT汀ne（SYSt8m）の設定）・カーソルをN川Tmの位置に合わせ帥Tスイッチ

：現在時刻を設定します。

「西鹿」から鳳こUPキー、DOWNキーで合わせていき、剛GHTキーで横に

ずらしていきます0「分」を合わせたら、時矧こ合わせてmTキーを押し

ますq

時計は30秒に1臥リアルタイムク己ックのデータを見ているため、設

定状態にしていた場合は「知が更新されない時があります。

全ての設定が絶7しましたら、画面を初期画面に戻します。

MENUスイッチを押すと、表示器にwaは（鮎vo）！を表示し、設定条件をメモ

リにインプットしますo M【NUスイッチを押さないで、PoⅥWOFFにした場合、

設定したものが解除され、前の状態に戻ります。
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（2）ロギングモードによる測定

①手動動作

瞬時値が異常ないようであれば測定データを設定インターバル毎に内部メモ

J忘農芸誌でsTA黒，。，スイッチを1回押します。

●ロギングモードを停止したい時は　ENT　スイッチを1回押します。
START／STOP　　　　（Rが消灯）

ENTスイッチを押しても積算電力量は画面に表示されており

次のロギングを行なうまで消えません。

ENT
●メモリブロック0～6が全部使われている場合sTAm／STOPスイッチを押しても、

表示器に「MemorYOverIl（Ck8rB10Ck）」を表示し、ロギングモードをスター

トしません。この場合は、メモリブロックを消去して再度測定を開始してくだ

さい。メモリブロックの消去は（P21）を参照してください○

●内蔵電池が消耗している場合、測定が途中で終了してしまいます0　ロギングモ
ードを行なう場合は、AC7ダブタをご使用くださいっ

②タイマー予約による動作

ロギングモードは、タイマーセソトを行なうことで予約時問にロギングモー

ドをスタートすることができます○

●本器にAC7ダブタをセソトします。

●S8tConfiguratl0n（測定条件設定）にして、StartT・me、StopT．meを設定

します。
●S8tTimer　をON　にLます。

●黄示を醗時測定画面にします。
●瞬時画面の状態で電源をONのままにしておきます0

＋StartTlm白になると「R」が点滅し、ロギンクモードを開始しますo

●StopT－meになると「R」‾が消灯」、ロギングモードを終了します。
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3）測　　定

（1）瞬時値測定

●初期画面でカーソルの位置をMeasur8に合わせENTスイソチを押します。

（単相の画面） （単相三線、三相3複の場合）

●設定条件に合わせて、電圧コード、クランプCTを木器に接続します。

●結線方法（P9）を参照し、被測定回路に接続します。

●電流値は瞬時値測定画面を見ながら最適レンジに設定し吉す。

負荷の変動が大きい場合は、AUTOレンジ設定をおすすめLます。

●電流の表示値は、電圧と同期をとっている関係上、電流単独での表示はできま

せん○電流の黄元値を見る場合でも電圧の取込みを行なってください。

●電力（P）の表示で－（マイナス）表示が出た場合、電圧か電流の結旗が違っ

ています。
●想定した力率より大幅に、表示値が還っている場合、Ltneの設定等又は籍旗を

再確認してください。

●非接触モードで測定する場合は、ノイズの影響を受けないよう、被覆韻に確実

にクリソプしてください。

●結綾等を行なう場合は（P9）接続上の注意をよくお読みになり、安全に作業を

行なってください。

●表示画面右上に「邑j　マークが点滅した場合は、内蔵電池が消耗しています。速

やかにAC7ダブタで充電を行なってください。充電」ながらでも、本巻は使

用できます。
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8Set TLmOrをONにしますとオートパワTオ7は機能しません。

●内蔵電池が消耗している場合、測定が途中で終了してしまいます。ロギンクモ
ードを行なう場合はAC7ダブタをご使用ください。

●予約スタートを行なう前にメモリブロックの使用状況を確認してください。

メモリブロックが全部使用されている場合、スタートをしません0

●タイマー予約を行なっても手動動作が優先されます○

●タイマー予約の場合、ストップ時刻の設定には注意してくださし、〇

例えば、5分インターバルで12：00～18：00まで測定データをメモリに取り込みた

い場合、ストップ時刻は18：01に設定してください。18・00に設定しますと1755

～1800までのデータは取り込まれません0

4）メモリ（取込みデータ）の処理

ロギングモードにより取込んだデータは以下の様に処理してください○

（1）メモリの操作

●初期画面の状態で、カーソルを

mperateMemorY」の位置にし

ます。

●ENTスイッチを1回押します。

●カーソルを「DISPB10Cq　の位

置に」、ENTスイ・ソチを1回

押します。

●現在使われているメモリプロソ

ク情報が画面に表示されます。

（スタート時間が表示されてい

ます）

メモリプロソクは7ブロックに

分割されていて使われないフロ

ックは「［mptY馴ock」になっ

ています。



●1つのメモリフロックの内部情報を確認したい場合は、カーソルを見たいメ

モリプロソクの位置にして［NTスイソチを押します。

ブロック恥

測定周波数

結線状態

（B10Ck）

3）1999／09／30　08・52

50．OHz lntv：30mIn

Line・：1P3W－　Sl胡：　　6

●データ数が1メモリブロックを越えているときの表示

1999／09／30　08：52

1999／10／0216：10

Continuo Bl0Ck

EmptY810Ck

Start時刻

設定インターバル

データ数

5ブロックは

4ブロックの

続きが入っている。

●初期画面に戻す場合は、MENUスイッチを2－3回押していきます。

●仁プE］ックに入るロガー数はlP2Wで4095個、lP3W／3P3Wで2730個です。

15分インターバルでロギングした時、1P2Wで約40日、1P3W／3P3Wで約28

日です。これを目安にメモリの管理をしてください。

●ロギング中に正常な終了をLなかった場合（等源をOFFに」たり、内蔵電池が消

耗した）的ckの中のSは○が「Error」となはす○この場合でもデータはこわ

れません。

（2）メモリの消去

●初期画面の状態でカーソルを

「Oper8tO MemorY」の位置にし

ます。

●ENTスイッチを1回押します。

●カーソルを「CIear Block」に

し、【NTスイソチを1回押し

ます。
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5）パソコンでデータを吸い上げる

（りパソコンに通信ケーブル（付属）を接続します。

ノ　シリアルポートマークの一例

・通信トプルはD誌冠打毒
ピンメスです。

この樽なマークのある席には概

して下さい。

●現在使われているメモリブロッ

ク情報が画面に表示されます。

●消したいメモリフローソク位置に

カーソルを合わせ、〔NTスイッ

チを1回押します。

●カーJノルの位置をYESにして

ENTスイッチを押します。

（例えば、Bbcklを消去した時） �（Block） 

0プロ・ツクはそのまま �0＞1999／09／27　21：35 

1ブロックは消去 �1＞1999／09／29　21：10 

27ロックは1プロtソクに移る �2＞1999／09／30　08：52 

3ブロックは2プロ・yクに移る。 �下画面 

3ブロックは［mpwになる。 �3＞　∈mptYB加k 

4＞〔mp丹Bbck 

5＞　【mptY訓ock 

6＞　El叩tY引∝k 

（3）メモリの全消去

●初期画面の状態でカーソルを

「Oporate M8mOr山　の位置に

Lます。

●〔NTスイッチを1回押します。

●カーソルを「Cle8rAHM8mOrY」

にし、ENT　スイソチを1回押

します。

●表示器で「C】earAH MemorY」

と表示しますので、カーソルを

YESの位置に」、ENT　スイソ

チを押します。

●メモリが全消去されます。

（TOP M［NU）

Measuro

■　opor8tO M nmorY

Set Cl⊃nfigurat10†1

●シリアルポート以外に接続しますと通信できませんので注意してください。

●通信ケーブルは接触不良が起きないように確実に挿入してください。

（2）パソコンとMPR－600とを接読します。

（5）RS－232Cの通信条件を設定します。

（6）MPR－600の通信条件を設定します。
同じになるようにl

（7）ファイル（F）メニューからダウンロード（D）を選択します。

（8）取り込みたいデータをメモリデータの一覧から選択し、ダウンロードボタンを

押します。

（9）ダウンロードされてグラフ表示、データ一覧が表示されます。

㈹必要に応じてデータを保存してください。

6）パソコンによるロギングモード測定

川パソコンに通信ケーブル（付属）を接続します。

シリアルポートマークの一例

・通信ケーフルはD－S云9匝回匡司
ピンメスです。

この様なマークのある所に！音便

して下さい，

●シリアルポート以外に接続しますと通信できませんので注意してください。

●通信ケーブルは接触不良が起きないように確実に挿入してください。

（2）パソコンとMPR－600とを接続します。

（MPR－600）
付属の通信ケーブル

●MPR－600の電源には必ずAC7ダブタをお使いください。

（3）Pow8rR8COrd8rforWlndowsを起動します。

（4）MPR－600のPOWER（電源）をON Lます。

（5）設定（P）メニューのシステム設定（S）を選択し、RS－232Cの通信条件を設

定Lますo標準設定は（COMl／9600／8／NONE／1）になります。

（6）MPR－600の通信設定をLます。パソコンと同じ設定にしてください。

（7）メニューバーの動作制御（E）メニューを押して計測開始（S）を選択します。

これにより計測が開始されます。（計測を開始しないと計測値は表示されませ

ん）

（8）ロギング周期を設定します。（すでに設定済みの場合、この動作は必要ありま

せん）設定（P）メニューのロギング設定（L）を選択します。

ロギング条件（周期（インターバル）、データ）の設定を変更します。

●周期は1秒単位000001～240000まで設定可能です。

●データは全部で9項あり、チエソクボ・ソクスにチェソクを入れたものだけデ

ータとして、取り込まれます。
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（9）計測が開始されている状態で動作制御（E）メニューのロギング開始（L）を選

択します。

㈹ロギング開始（L）を選択すると、保存場所を聞かれるので保存場所を指定し

てください。

伸ロギングが開始されます。

㈹ロギングを停止するには、動作制御（E）メニューのロギングを停止（L）を選

択してください○ロギングが停止されます。（計測停止（S）を選択すると計測

が停止すると共にロギングも停止します）

姻データは、CSV形式になっていますので、エクセルを使ってのグラフ化等を

行うこともできます。

●パソコンからロギングモードを行なう時は、MPR－600にAC7ダブタを挿入し

てくださいo AC7ダブタを使用しないと、MPR－600の電源がオートパワーオ

フにより、OFFされますので、測定できないことになります。

●MPR－600をパソコンから制御する場合の操作方法は、別紙を参照してくださ

い。
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〔有効電力測定〕

測定　レ　ン　ジ

測　定　確　度

〔皮相電力測定〕

測定　レ　ン　ジ

測　定　確　度

〔積算電力量測定〕

測　定　範　囲

積　算　確　度

電圧×電流レンジの組み合わせによる。（表1参照）

土0・5％rdg±0・5％戸．S＋クランプCT確度（力率＝1）

電圧×電流レンジの租み合わせによる。（蓑1参照）

各測定値からの計算に対して土5dgt／

0．000wh　～　999999Gwh

有効電力測定確度±2dgt

タイマの確度：200ppm±10秒（25℃）

測　定　表　示：有効電力iの加算値（1分間隔において）

スタートからの積算時間

〔力率測定〕

測　定　範　囲：100％～0％

確　　　　度：真備に対して士2％rdg＋クランプCT確度＋非接触センサ確度

（位相±300以内）

極　性　表　示：符号ナシ

〔周波数測定〕

測　定　範　囲’45～65Hz

測定可能入力範囲：レンジの10％～100％

測定ソ　ース．電圧R相

確　　　　度：±0．5％rdg±1dgt

7）測　定　方　式：ディジタルサンプリング方式

8）実時間精度：±200ppm±10秒（25‘C）

7．仕　　様

7．1　基本仕様

1〉確度保証条件：正弦波入力　カ率＝100％

温湿度範屈　23℃±3℃　80％RH以下

基本周波数　45～65Hz

2）測定対象電路：単相2線、単相3績、三相3線

3）測　定　項　目：電圧、電流、皮相電力、有効電力、積算電力量、

力率、周波数

4）入力取込み方法一電圧　クリップによる直接取込み

非接触センサ（PS60）による取込み

電流　　クランプCTによる取込み

5）表　　　　示：表示器　4行×20文字　キャラクタLCD

表　示　範　囲：レンジの0．4％～100％（0．4％以下はゼロサプレス）

有効測定範囲：レンジの10％～100％

表示更新レート：約2匡l／秒

6）各測定項　目

〔電圧、電流測定〕

測定レ　ンジ：電圧　0－300V（非接触センサの場合は電圧値をインプット）

電流10．00A／50．00A／100．OA／600．OA／オートレンジ

AC／DC変換方式：真の実効値

測　定　確　度：電圧　±0．5％rdg±03％F S

電流　±0．5％rdg±0．3％F．S＋クランプCT確度

クレストファクタ：電圧　2以下（但し入力電圧AC200．0V以下において）

電流　2以下（フルスケール入力時）

但し600Aレンジは141以下

7．2　機能仕様

〔通常測定モード〕

瞬時値表示：電圧、電流、有効電力、皮相電力、力率、周波数

関連設定内容：設定モード内容他

〔積算測定モード〕

積　算　表　示■1分間晴での積算電力量

スタートからの経過時間（ロギングスタートからの）

積算開始方法：時刻指定／手動

※時刻指定は西暦で年．月　日　時．分

積算終了方法：時刻設定／手動

※時刻指定は西眉で年．月　日　時　分

〔ロギング測定モード〕

測定インターバル：1／5／10／15／30／60分から選択

記　憶　内　容：測定時刻、測定状態

測定インターバル間の平均電圧

平均電流

平均有効電力

平均皮相電力

平均力率

積算電力量

スタート時刻．西暦で年．月　日　時　分

ストップ時刻：西暦で年．月．日　時　分

〔設定モード〕

Ll n eの設定

電流レンジの設定

電圧の設定

P T　の設定

C T　の設定

R S－232　C

lP2W、1P3W、3P3Wから選択

10／50／100／600／AUTOから遥訳

Touch／UnTouchから選択

1～　9999

1－　9999

キャラクタ長の設定

パリティの設定

ストソプビットの設定

ボーレートの設定

実時間の設定：西暦による年．月．日　時．分
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〔メモリ機斉臼

メモリ状況の確認：西暦による年月．日．時分でスタート時刻を表示

（0ブロック～6フロック）

メモり内容の確認：測定周波数、設定インターバル、結線状態、データ数を表示

記　憶　容　i：30分インターバルで約210日分　‾

〔書告磯青臼

オーバー表示：電圧はレンジの106％を越えた場合mVER」

電流はレンジの160％を越えた場合mVER」

電池電圧低下表示二表示器右上に指」マーク点滅

ロギング動作表示：表示器右上に「R」マーク点滅

〔その他の機能〕

オートパワーオフ機能：最終キー操作より約10分で自動的に電頚をmFF」

コントラストの調整：調整つまみにより調整

バッテリー充電表示：急速充電時　赤ランプ点灯

トリクル充電時　緑ランプ点灯

－29－

7．4　測定レンジ構成表

●電圧、電流、電力（有効、皮相）のレンジ構成は、以下の通りです0

表1．レンジ構成費

上。．。。A＿′ l �r　50．00A �100．OA �l l 】600・OA 

巨3。。．。∨ �単相2線 （1P2W） �3．000kw 1 �15．00kw �30．00kw �巨80・Okw 
単相3練 （1P3W） �6．000kw �30，00kw �80．00kw �360．Okw 

三相3横 （3P3W） �6．080kw �30．00kw �60．00kw �360．Okw 

注1）レンジ様成表は各測定レンジのフルスケール表示値を示す。

注2）皮相電力は表における単位〔W〕を〔VA〕に置きかえる。

7．5　演算式

∑　数列の和を表します。

7．3　一般仕様

使　用　場　所：屋内、高度2000mまで

保存温湿度範囲：－10～60℃、80％RH以下（結露しないこと〉

使用温温度範囲：0－50℃、80％RH以下（結露しないこと）

入．力　方　式：電圧　位相トランスによる絶縁入力

（非接触センサによる絶縁入力）

電流　クランプCTによる維禄入力

入　力　抵　抗：電圧　　約1MQ

電流　　0．8Q

耐　電　圧：AC3700V　電圧入力端子－ケース間

（50／60Hz1分間）AC1500V　電源－ケース間

絶　縁　抵　抗：DC500VにてTOOMQ以上

電圧入力端子－ケース間

DC500Vにて50MQ以上

電源－ケース聞

使　用　電　源：AC7ダブタ1次入力電源　AClOOV～AC240V（50／60Hz）

（内蔵電池（ニッケル水素電池））

消　費　電　流：約35mA

電　池　寿　命：内蔵電池満充電時、連続で約5日間

（但し、充放電回数により、寿命がかわってきます）

寸法・重量：190（W）×140（H）×42（D）m、約1kg（本体のみ）

付　属　品：電圧コード×1（赤、白、黒　各1本）

クランプCT（CT－40P）×2（コード付）

RS－232Cケーブル×1

PowerReCOrd8rforW■ndows xl（7［コソピー2）

AC7ダブタ（MPRA－10）×l

携帯ケース×1

取扱説明書×1

オプシ　ョ　ン●非接触センサ（PS60）

大電流用クランプセンサ（CT－80P）
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7．6　クランプCT（CT－40P）仕様

使　用　場　所こ屋内、高度2000mまで

定格1次電流　AC60DAまで

定格2次電流：AC375mAまで

確　　　　　度一（23℃±3℃、45－65Hz）において

2次電流豪幅確度　±10％rdg　±　0．3％F・S

2次電蕊位相確度　±20　以内

導体位置の影響：05％以内

最高使用回路電圧●AC500Vrms（絶縁導体）

最大許容入力　AC800A（10分間）

耐　　電　　圧　AC3700V、1分間（コ7－ケース間）

測定可能導体径一¢40mm

コ　ー　ド　長：約2．5m

外形寸法、重量－70（W）×180（H）×∽（D）仰、1印g

7．7　非接触センサー（PS60）別売オプション仕様

使　用　場　所：屋内、高度罰00mまで

定格1次雫ノを：AC3∽ノまで

確　　　　　度　（23℃±3℃、45～65Hz）において

．位相確度：±50　以内

最大許容入力：AC500VrmS

コ　ー　ド　長　約乙3m



7．8　クランプCT（CT・80P）別売オプション仕様

使　用　場　所　屋内、高度2000mまで

定格1次電流．AC120OAまで

定格2次電流■AC750mAまで

確　　　　　度：（23℃±3－C、45～65Hz）において

2次電流振幅確度：±15％rdg±0．3％トS

2次電流位相確度：±ろ○以内

導体位置の影響：0．5％以内

最高使用回路電圧ニAC500Vrms（絶縁導体）

最大許容入力：AC1500A（10分間）

耐　　電　　圧：AC2000V、1分間（コ7－ケース間）

測定可能導体径二¢74m¶

コ　ー　ド　長．約2．5m

外形寸法、重i・138（W）×225（H）×34（D）m、約480g

8．アフターサービス

万一故障した場合は、お手数でもお買い上げいただいた販売店へ直接お持ち込み下さ

い。なお、都合の悪い場合は、弊社まで郵送臥、ます。郵送する場合は、本器を柔ら

かい臥または布で包んで外箱（ダンボール等）に収納し、住所、氏名、電話番号を

明記した保証書と一緒に簡易書留で郵送して下さい。

9．保証について

木器は厳密な社内検査を経て出荷されておりますが、万一製造上の不備による故障の

節はお買い上げいただいた販売店または当社へお申しつけ下さい。なお、本製品の保

証期間はご購入日より1か年です。この間に発生した故障で、原因が明らかに当社の

責任と判定された場合には無償修理いたします。


